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第3回菊池市女性の会チャリティー初春のつどい

　泗水ホールで、菊池市女性の会チャリティー初春のつど
いが開催されました。この会は、菊池市女性の会（永田澄
代会長）が主催し、菊池市の女性が連携し融和を図り、ま
た、地域の実情について共通認識を持つことにより、菊池
市の発展に寄与することを目的として開催されたものです。
　ステージでは、開会行事やDOYO組のコンサートのほ
か、会員の皆さんが日頃から取り組んでいる「マイバッグ
推進大作戦」の実績報告などが行われました。また、併せ
てチャリティー募金が実施され、集められた募金は、菊池
市社会福祉協議会へ寄付されました。皆さんのご協力、あ
りがとうございました。

2/1（日）

　菊池さくら保育園内の地域子育て支援センター「さくらんぼ
HOUSE」で、子育て中のママたちによる手作りのお店が開か
れました。菊池市内のママたちで作るグループ「Hand Made 
Mama」（ハンドメイドママ・重森 幸代表）が計画したもので、
メンバーが手作りした洋服や小物、パンなどが多数並べられ、大
勢の人で賑わいました。
　メンバーの迫さんは「子育てしながらでも自分の時間を楽しむ
ママたちはたくさんいます。菊池のイベントに熊本市内からもお
客さんが来てくれるくらいにしたいです。年に３回程の開催を予
定しているし、メンバーも募集しているので、気軽に参加してく
ださい」と話されました。

さくら保育園で1日ショップ2/5（木）

ママが手作りしたパンなどを買い求めるお客さん

　国民年金の長い加入期間中には、病気やけが、失業などの経済的な理由で、保険料を支払
うことがどうしても困難な時期があるかもしれません。そんな時、免除制度があなたの年金
を守ります。

問い合わせ先　市民課市民年金係、各総合支所市民係

平成21年4月から平成22年3月までの
国民年金保険料月額は14,660円です

1 カ月 ６カ月 １年
現金支払（月々） 14,660 円 87,960 円 175,920 円口座振替（翌月末振替）
現金支払（前納） - 87,250 円 172,800 円
割引額 - 710 円 3,120 円
口座振替（当月末振替） 14,610 円 87,660 円 175,320 円
割引額 50円 300円 600円
口座振替（前納） - 86,960 円 172,230 円
割引額 - 1,000 円 3,690 円
注意：口座振替による前納は、前号（広報きくち２月号）13ページに掲載し

ています（申込締切２月末日）。

開会式（上）と DOYO組
コンサート（左）

　平成 21年４月から平成 22年３月までの国民年金保険料の月額は、年金制度の安
定した運営を図るため、また、年金を支える力と給付のバランスを取るために、月
250円引き上げられ 14,660 円になります。
国民年金の保険料のお支払いは、前納がお得です。

●口座振替は、各金融機関の窓口または社会保険事務所で受け付けています。
●口座振替のお申し込みには、基礎年金番号の記入が必要です。年金手帳や納付書で、
あらかじめ基礎年金番号をご確認ください。また、金融機関届出印の押印が必要で
す。
※申込用紙は、金融機関・社会保険事務所の窓口のほか、社会保険庁ホームページ
　（http://www.sia.go.jp/）からプリントアウトして郵送でお申し込みいただくこ
ともできます。

〇収入が少なく、生活にお困りの時
〇病気やけがなどで、経済的にお困りの時
〇失業や営業不振などで保険料を納めることにお困りの時

◇手続きは、「免除申請書」に必要事項を記入して、国民年金の窓口に提出してください（継
続申請に該当する人以外は毎年申請が必要です）。
※注意 :申請しても社会保険事務所で審査されて認められないこともあります。

国民年金保険料の支払いに困ったら・・・
　  国民年金保険料免除制度をご利用ください

きくちあいのりタクシー3万人突破
　きくちあいのりタクシーの水源地域線、龍門地域線、泗水西部地域線の３地域線を合わせた利用者が、２月 10日
に龍門地域線の始発便で３万人を突破しました。平成 16年８月の運行開始から、４年５カ月での３万人突破となっ
たもので、利用者の皆さんをはじめ、市民の皆さんからも大変高い評価を得ているものです。

　３万人目の利用者となったのは、穴川の自宅
から乗った塚﨑セイ子さんで、菊池市から記
念品が贈られました。また、塚﨑さんのほか
に、龍門・迫間地域から乗った６人の皆さんに
も、当該地域を運行する熊本電鉄タクシー（株）、
（有）キクチ観光タクシー、（有）国際観光タク
シーより、同じく記念品が贈られました。この
日の利用者の皆さんは「とても便利です。病院
や買物、美容院などへ行くのに利用しています」
と話していました。
　市では、今後も中山間・山間地域や公共交通
空白地域における生活交通を支え、市民の皆さ
んから喜んでいただけるよう、努力していきた
いと考えています。

2/10（火）

乗車３万人目の便に乗り合わせた皆さんと運行事業者の代表。
前列右から４番目が塚﨑さん
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